


⼩⼭�ちひろ（コヤマ�チヒロ）

秋⽥県秋⽥市に⽣まれ、宮城県仙台で育つ

⼤学卒業後、仙台市内のウェディング会社に就職
ウェディングプランナーとして約300組の結婚式をプランニング、施⼯

パートナー共に仙台市内でフォトスタジオを運営

2021年に亘理町へ移住し、地域おこし協⼒隊として着任

趣味
中国茶、⽣花、古物











⽬的

町に魅⼒的なカフェをつくることで、地域に新たな活気をも
たらし、観光客や地元の⽅々が集うことでコミュニティの活
性化へとつなげる。また、SNSを通じて広く発信すること
で、町内外へ地域の魅⼒を発信し、実際に⾜を運んでもらう
動機付けの役割を果たす。



◆ 4⽉末、C-Cafeの内装を⼀部リニューアル。
 訪れてみたくなるような世界観ある内装へ。
◆ 愛⽝と⼀緒に⾷事ができるスペースを新たに併設。

取組事例



わんちゃんに優しい町、亘理

わんちゃんも⼊室OKの店内へ改装。奥のローテブルは結城果樹園さ
んから頂いたリンゴの⽊（⼀枚板）をテーブルとして活⽤。地域資
源を店内装飾へと活かす。



このスペースができたことにより、亘理町在住のお客様が愛⽝と共にご
来店くださり、SNSを通じて情報を拡散。後にインスタグラマーの
@middlenote1 様がご来店くださり、C-Cafe紹介の投稿には785件のい
いね！がついた。これにより亘理町にわんちゃん同伴OKのカフェがあ
る、と反響を呼び、町内そして県内外から多くの愛⽝家の皆様にご来店
頂き、荒浜⿃の海の関係⼈⼝や交流⼈⼝の拡⼤に貢献することができた
と考える。



地域おこし協⼒隊メンバーが⼿掛けるスイーツの写真撮影（SNS
投稿ブランディング）、Cafeイベント⽤のポップデザイン制作

（写真⼀部抜粋）



イベント⽤のポップデザイン制作（デザイン⼀部抜粋）



取組み結果

C-Cafe Instagramは1,400名以上（2023年12⽉時点）の⽅
からフォローして頂き、投稿には100いいね、を頂くなど⾼
い関⼼を集めた。また、「亘理町におしゃれなカフェをつく
ってくれて嬉しい」といった町⺠の⽅から嬉しいお⾔葉をい
ただき、町内外の⽅々が集える場所をつくったことで地域コ
ミュニティの活性化へと繋げることができ、亘理町の交流⼈
⼝拡⼤にも貢献できと考える。また、町内外に亘理町地域お
こし協⼒隊を宣伝することができた。

インスタグラム：【c_cafe.watari】
運⽤期間：2023年4⽉〜2024年1⽉
フィード投稿回数：20回 / ストーリー投稿回数：33回

カフェメニューやイベント⽤のポップをデザイン・制作
イベント⽤のポップデザイン制作7回







⽬的

カフェだけでなく⽢味処も併設することで、お客様により多様な
選択肢を提供することができ、幅広い層へアプローチが可能なこ
とから、より集客⼒アップへとつなげ、地域全体の活性化を促進
させる。また、亘理町の新名物となるような「⾷」を開発するこ
とで、地域の知名度を向上させ、新たな観光客を創出する。



改装前 養⽣ 柱塗装 壁塗装

床塗装

装飾

約2ヶ⽉で内装を完成

取組事例
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取組事例



取組事例



豊穣オープンに伴い「豊穣」の
Instagramを開設。単なる情報発
信ツールとせず、お客様とのコミ
ュニケーションツールとして機能
させる⽬的にて運⽤を開始。多く
の⽅に関⼼を寄せていただき、開
設して間もなく、1,000フォロワ
ーを達成。
Instagramで繋がってくださった
⽅々にも町の美しさを⾒て、感じ
ていただけるよう、動画では町で
出会う景⾊を発信。実際に、
Instagramをきっかけにご来店し
てくださる⽅がとても多く、県内
外、全国の⽅と繋がることができ
た。



@miyagi_select 、 japan_select の
「⾏列必須のかき氷５選」にメロン
のわた氷をトップ画として掲載頂
き、週末は1時間待ちの⾏列ができ
るほど、県内外の皆さまに関⼼を寄
せていただけるようになった。ご来店されたお客様が

Instagramにアップしてくださった写真



わた氷以外に開発、試作した⽢味たち。旬のものは亘理町の⾷材を使⽤。
（写真⼀部抜粋）

取組事例



沼⽥隊員のアイディアによ

り、新⽶の季節のタイミング

で「おむすび」を沼⽥隊員、

⼤沼隊員と共に開発。亘理町

のおむすび、綿のようにふわ

っと握るおむすび、というこ

とで「わたむすび」と命名。

亘理町のはらこめし名⼈より

レシピを受け継ぎ、「はらこ

おむすび」も開発。武将の兜

に⾒⽴てたはらこおむすびも

予約必須の⼈気メニューとな

った。海苔は「あらはま海

苔」を使⽤。

取組事例



「亘理町の景⾊を持って帰る」をコンセプトに
コーヒードリップバッグを制作。季節に合わせ
てデザインを変えて四季折々の景⾊を持って帰
れるように。ドリップバッグの⼀部売上と店舗
売上の⼀部を能登半島地震の募⾦とし、計
52,302円を寄付。

※デザイン⼀部抜粋

取組事例



Google⼝コミ評価4.9獲得

（⼀部抜粋）



取組み結果
2023年8⽉から運⽤を始めたInstagramには1,400名（2024年1⽉）以上の⽅
にフォローして頂き、沢⼭の応援コメント、DMを頂戴した。また、町内はも
ちろん東北６県や海外からもご来店してくださり、単なる「店」としてではな
く、「コミュニティの場」として交流が⽣まれ、亘理町への移住のご相談や豊
穣店舗で働きたい、といった⼤変有難いお声を頂戴した。また、開発した「わ
た氷」「わたむずび」は地元の⽅々のお⼒添えもあり、⼤変好評でグーグルで
4,9の⾼評価を獲得、miyagi_select、japan_selectの「⾏列必須のかき氷５
選」にメロンのわた氷をトップ画として掲載頂いたことで、店舗をきっかけに
亘理町及び荒浜、⿃の海へ関⼼を寄せて頂き地域活性化及び地域向上へ寄与で
きたと考える。

2023年8⽉〜2024年2⽉までの来店者数：3,021名
インスタグラム：豊穣（__joujo__）
運⽤期間：2023年8⽉〜2024年2⽉迄 
フォード投稿数：57回 ストーリー投稿数：324回（お客様リポスト含む）



豊穣のインスタグラムに頂戴したお客様メッセージ（⼀部抜粋）

町⺠の皆様をはじめ、⼤変多くの皆様にご来店いただき、応援して頂き、⽀えて頂
きました。関わって下さった全ての皆様に⼼から感謝申し上げます。







⽬的

⼦育て中のお⺟さんたちとコミュニティ
を形成することで、地域コミュニティを
豊かにすることを⽬的とする。また、フ
ァミリー・サポート・センター会員増加
に繋がるよう取り組む。



取組事例



Christmas party

12⽉テーマ

取組事例



11⽉8⽇、ファミリーサポートセンタ
ー主催の交流会にて「クレイケーキづ
くりワークショップ」を開催。
⽬的：⼦育てに奮闘しているお⺟様た
ちのリフレッシュ、交流、情報交換、
コミュニティーの形成。

クレイケーキは、お⼦様のバースデー
フォトやクリスマスといったイベント
時の写真撮影⽤の⼩物として活⽤して
いただき、家族の思い出を残してもら
う。ワークショップ当⽇は、クレイケ
ーキの作り⽅を簡単に説明後、予め私
がつくっておいたケーキのベースに参
加者様それぞれに飾り付けを⾏っても
らい、オリジナルのケーキを完成させ
る。



作り⽅説明書



取組事例





取組み結果

フォトブースを⽬当てに参加してくださる⽅もいらっしゃり、
12名の会員登録に貢献することができた。クレイケーキづく
りでは、参加者様から「何年ぶりかにこんな時間が持てた(3歳
から⼩6までの3⼈のお⼦さんを持つお⺟様)」、「⼦どもの誕
⽣⽇が近いので記念になるものが出来た」、「参加者と交流し
てお話を聞けたのが良かった(協⼒会員)」というお声を頂戴
し、⼦育てに奮闘するお⺟様たちがリフレッシュする時間をつ
くることができ、地域住⺠同⼠のコミュニケーションを深める
きっかけをつくることができた。本活動に取り組むにあたり、
お⼒添え頂いたファミリーサポートセンターの皆様、⼼から感
謝申し上げます。



Canvaを使⽤したチラシの作り⽅、画像の作り
⽅をレクチャー。初級編ということでデザイン
の基本知識を深めながらツールの機能に慣れて
いただくため実践の時間を設けてデザイン作成
に取り組んで頂いた。




